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は
じ
め
に

　

前
稿
正
法
眼
蔵
の
サ
変
動
詞
│
│
そ
の
用
例
（
十
八
）（
漢
字
五

字
・
六
字
）
│
│
に
続
い
て
、
七
字
の
も
の
七
種
（
計
八
例
）、
及

び
八
字
の
も
の
二
十
二
種
（
計
二
十
五
例
）
に
つ
い
て
、
同
様
に
用

例
を
挙
げ
、
若
干
の
解
説
を
加
え
よ
う
と
思
う
。
そ
の
掲
げ
方
等
に

つ
い
て
は
、
前
稿
に
示
し
た
と
お
り
で
あ
る
。

一
、
漢
字
七
字
の
サ
変
動
詞
の
用
例

（
１
）
為
三
世
諸
佛
説
法
ス
（
２
例
・
自
）
止
１
《
ト
モ
》・
体
１

《
連
体
法
》

　

コ
レ
ハ
火
焔
タ
ト
ヒ
為
三
世
諸
佛
説
法
ス
ト
モ
イ
マ
タ
轉
法
輪

ス
ト
イ
ハ
ス
（
行
仏
二
13
ウ
2　

上
358‒

7
）

為
三
世
諸
佛
説
法
ス
ル
火
焔
又
轉
大
法
輪
ス
ヤ
イ
ナ
ヤ
（
行
仏
二

13
ウ
4　

上
358‒

9
）

　
「
為
三
世
諸
佛
説
法
」
を
訓
読
し
て
「
三
世
諸
佛
ノ
為
ニ
説
法

ス
」
と
読
も
う
と
思
え
ば
読
め
る
。
岩
波
文
庫
本
（
以
下
「
岩
波

本
」）
に
は
一
二
点
が
付
い
て
い
る
。
そ
う
読
ま
せ
る
つ
も
り
か
、

単
に
、
こ
の
句
の
意
味
を
知
ら
せ
る
た
め
か
。
道
元
禅
師
全
集
本

（
以
下
「
全
集
本
」）
に
は
何
も
付
い
て
い
な
い
。
こ
の
例
で
は
偶
々

そ
う
い
う
訓
読
も
可
能
で
あ
る
が
、
他
の
例
は
必
ず
し
も
そ
う
は
い

か
な
い
。
本
稿
で
は
、
今
ま
で
の
一
連
の
流
れ
と
し
て
、
こ
の
漢
文

一
句
を
漢
字
音
で
棒
読
み
し
て
「
…
…
ス
」
と
サ
変
動
詞
と
し
て
用

い
て
い
る
も
の
と
考
え
て
お
く
。
意
味
は
、
勿
論
「
三
世
諸
佛
の
為

正
法
眼
蔵
の
サ
変
動
詞

│
│
そ
の
用
例
（
十
九
）（
漢
字
七
字
・
八
字
）
│
│

田　
　

島　
　

毓　
　

堂
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に
説
法
す
る
」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

（
２
）
一
條
拄
杖
両
人
舁
ス
（
１
例
・
自
）
未
１
《
ズ
》

　

大
潙
ノ
道
取
ス
ル
一
言
半
句
カ
ナ
ラ
ス
シ
モ
仰
山
ト
一
條
拄
杖

両
人
舁
セ
ス
、
宗
ノ
稱
ヲ
立
セ
ン
ト
キ
潙
山
宗
ト
イ
フ
ヘ
シ
、
大

潙
宗
ト
イ
フ
ヘ
シ
、
潙
仰
宗
ト
稱
ス
ヘ
キ
道
理
イ
マ
タ
ア
ラ
ス

（
仏
道
九
37
ウ
６　

中
224‒
13
）

　

五
家
の
宗
称
を
戒
め
る
中
で
取
り
上
げ
ら
れ
た
言
葉
で
あ
る
。
特

に
潙
仰
宗
と
い
う
の
が
妄
称
で
あ
る
こ
と
を
言
う
中
で
用
い
ら
れ
て

い
る
。
自
称
す
る
な
ら
大
潙
宗
、
潙
山
宗
と
自
称
す
べ
き
で
あ
り
、

仰
山
を
取
り
込
む
べ
き
謂
わ
れ
は
な
い
と
い
う
の
と
を
、
大
潙
は

「
一
條
の
拄
杖
を
仰
山
と
二
人
で
舁か

く
」
の
で
は
決
し
て
な
い
と
い

う
の
で
あ
る
。
岩
波
本
で
も
、
こ
の
例
で
は
「
一
條
拄し
ゆ
じ
よ
う杖
両
人
舁よ

せ
ず
」
と
一
漢
語
サ
変
動
詞
と
し
て
い
る
。

（
３
）
一
切
衆
生
無
仏
性
ス
（
１
例
・
自
）
体
１
《
連
体
法
》

　

説
心
説
性
ニ
ア
ラ
サ
レ
ハ
轉
妙
法
輪
ス
ル
コ
ト
ナ
シ
、
發
心
修

行
ス
ル
コ
ト
ナ
シ
、
大
地
有
情
同
時
成
道
ス
ル
コ
ト
ナ
シ
、
一
切

衆
生
無
仏
性
ス
ル
コ
ト
ナ
シ
、
拈
花
瞬
目
ハ
説
心
説
性
ナ
リ
、

…
…
オ
ホ
ヨ
ソ
佛
佛
祖
祖
ニ
ア
ラ
ユ
ル
功
徳
ハ
コ
ト
ゴ
ト
ク
コ
レ

説
心
説
性
ナ
リ
（
説
心
九
7
ウ
９　

中
205‒

8
）

　

岩
波
本
は
「
一
切
衆
生
無
仏
性
な
る
こ
と
な
し
」
と
な
っ
て
い

る
。「
秘
密
正
法
眼
蔵
」
本
も
「
ナ
ル
」
で
あ
る
が
、
梵
清
本
等
は

ス
ル
で
あ
る
。
文
の
続
き
か
ら
は
、
ス
ル
の
方
が
ス
ム
ー
ズ
で
あ

る
。
意
味
と
し
て
は
、「
一
切
衆
生
が
無
仏
性
で
あ
る
」
の
意
で
あ

る
が
、
サ
変
動
詞
が
自
動
詞
化
す
る
と
き
に
は
し
ば
し
ば
「
デ
ア

ル
」
の
意
で
用
い
ら
れ
る
。
そ
の
一
例
と
考
え
て
お
く
。
こ
の
「
一

切
衆
生
無
仏
性
ス
ル
」
こ
と
も
こ
の
引
用
文
に
あ
る
と
お
り
、「
佛

佛
祖
祖
の
功
徳
」
で
あ
り
、「
説
心
説
性
」
な
の
だ
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。
こ
の
引
用
文
中
の
「
ア
ラ
ユ
ル
」
は
連
体
詞
ア
ラ
ユ
ル
の
発

生
す
る
と
き
の
様
子
を
示
し
て
い
る
。
動
詞
と
し
て
も
機
能
し
て
い

る
が
、
同
時
に
そ
れ
が
「
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
」
の
意
味
も
蔵
し
て
い

る
。

（
４
）
一
展
坐
具
礼
三
拝
ス
（
１
例
・
自
）
用
《
テ
》

　

拝
ハ
九
拝
ア
ル
イ
ハ
十
二
拝
ス
ル
ナ
リ
、
拝
シ
オ
ハ
リ
テ
収
坐

具
シ
テ
問
訊
ス
、
ア
ル
イ
ハ
一
転
坐
具
礼
三
拝
シ
テ
寒
喧
ヲ
ノ
フ

ル
コ
ト
モ
ア
リ
（
陀
羅
尼
十
30
オ
5　

中
289‒

6
）
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岩
波
本
は
「
あ
る
い
は
一
展
坐
具
、
礼
三
拝
し
て
、
寒
喧
を
の
ぶ

る
こ
と
も
あ
り
」
と
し
て
い
る
（
全
集
本
に
は
「
坐
具
」
の
次
の

「
、」
は
な
い
）。
一
見
合
理
的
に
見
え
る
が
、
日
本
語
の
文
と
し
て

み
る
と
き
、「
一
展
坐
具
」
は
ど
う
い
う
役
割
に
な
る
の
か
、
体
言

格
で
中
止
法
な
の
か
、
並
列
な
の
か
。
そ
れ
よ
り
、
こ
れ
を
続
け

て
、「
一
展
坐
具
礼
三
拝
し
て
」
と
す
る
方
が
文
と
し
て
は
整
う
。

「
一
展
坐
具
礼
三
拝
」
全
体
を
ひ
と
ま
と
ま
り
の
動
詞
と
し
て
扱
う

の
で
あ
る
。
正
法
眼
蔵
の
語
法
と
し
て
こ
う
い
う
あ
り
方
が
普
通
で

あ
る
。
意
味
は
特
別
の
こ
と
は
な
く
「
坐
具
を
一
展
し
て
、
礼
を
三

拝
す
る
」
の
意
で
あ
る
。

（
５
）
願
生
此
娑
婆
国
土
ス
（
１
例
・
自
）
用
《
動
詞
》

　

誠
諦
ノ
佛
語
タ
レ
カ
信
解
セ
サ
ラ
ン
、
コ
ノ
経
典
ニ
ア
フ
タ
テ

マ
ツ
レ
ル
ハ
信
解
ス
ヘ
キ
機
縁
ナ
リ
、
深
心
信
解
ス
ヘ
キ
機
経
ナ

リ
、
深
心
信
解
是
法
華
経
深
心
信
解
寿
命
長
遠
ノ
タ
メ
ニ
願
生
此

娑
婆
国
土
シ
キ
タ
レ
リ
、
如
来
ノ
神
力
慈
悲
力
寿
命
長
遠
力
ヨ
ク

心
ヲ
拈
シ
テ
信
解
セ
シ
メ
身
ヲ
拈
シ
テ
信
解
セ
シ
メ
尽
界
ヲ
拈
シ

テ
信
解
セ
シ
メ
仏
祖
ヲ
拈
シ
テ
信
解
セ
シ
メ
諸
法
ヲ
拈
シ
テ
信
解

セ
シ
メ
實
相
ヲ
拈
シ
テ
信
解
セ
シ
メ
皮
肉
骨
髄
ヲ
拈
シ
テ
信
解
セ

シ
メ
生
死
去
来
ヲ
拈
シ
テ
＊
信
解
セ
シ
ム
ナ
リ
（
見
佛
十
二
6
ウ

5　

中
348‒

8
）〔
＊
信
解
せ
し
む
る
な
り
〕

　

曹
洞
教
会
修
証
義
第
五
章
の
は
じ
め
に
「
願
生
此
娑
婆
国
土
し
き

た
れ
り
、
見
釈
迦
牟
尼
佛
を
喜
ば
ざ
ら
ん
や
」
と
い
っ
て
い
る
の

は
、
こ
の
辺
り
の
消
息
を
言
う
の
で
あ
る
。「
願
っ
て
こ
の
娑
婆
国

土
に
生
ま
れ
る
」
と
い
う
意
味
を
、
こ
の
よ
う
な
サ
変
動
詞
に
し
た

で
あ
る
。「
ア
フ
タ
テ
マ
ツ
レ
ル
」
は
「
あ
ひ
奉
れ
る
」
の
ウ
音
便

化
し
た
も
の
で
あ（

１
）る。

（
６
）
道
来
道
去
道
来
去
ス
（
１
例
・
自
）《
連
体
法
》

　

南
岳
山
石
頭
庵
無
際
大
師
イ
ハ
ク
、
吾
結
草
庵
無
寶
貝
飯
了
従

容
図
快
睡
。
道
来
道
去
道
来
去
ス
ル
飯
了
ハ
参
飯
佛
祖
意
句
ナ

リ
、
未
飯
ナ
ル
ハ
未
飽
参
ナ
リ
、
シ
カ
ア
ル
ニ
コ
ノ
飯
了
従
容
ノ

道
理
ハ
飯
先
ニ
モ
現
成
ス
、
飯
後
ニ
モ
現
成
ス
、
飯
了
ノ
屋
裏
ニ

喫
飯
ア
リ
ト
錯
認
ス
ル
、
四
五
升
ノ
参
学
ナ
リ
（
家
常
十
二
22
ウ

７　

中
372‒

1
）

　

こ
の
「
道
」
は
「
言
う
」
の
意
。「
日
本
思
想
体
系
」
本
の
頭
注

に
「
俗
語
風
に
調
子
を
と
っ
て
言
っ
た
も
の
。
あ
あ
言
い
こ
う
言
い

す
る
、
あ
れ
こ
れ
ま
く
し
立
て
る
（
入
矢
）」
と
あ
る
と
お
り
で
あ
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る
。

（
７
）
劈
面
来
大
家
相
見
ス
（
１
例
・
自
）《
連
体
法
》

　

尽
十
方
世
界
是
自
己
光
明
。
自
己
ト
ハ
父
母
未
生
已
前
ノ
鼻
孔

ナ
リ
、
鼻
孔
ア
ヤ
マ
リ
テ
自
己
ノ
手
裏
ニ
ア
ル
ヲ
尽
十
方
界
ト
イ

フ
、
シ
カ
ア
ル
ニ
自
己
現
成
シ
テ
現
成
公
案
ナ
リ
、
開
殿
見
佛
ナ

リ
、
シ
カ
ア
レ
ト
モ
眼
睛
ヲ
被
別
人
換
却
木
槵
子
了
也
、
シ
カ
レ

ド
モ
劈
面
来
大
家
相
見
ス
ル
ト
ヲ
ウ
ヘ
シ
（
十
方
十
一
32
ウ
1　

中
340‒

5
）〔
岩
波
本
…
…
相
見
す
る
こ
と
を
〕

　

懐
奘
筆
本
「
相
見
す
る
こ
と
」
な
の
で
、
乾
坤
院
本
の
一
字
脱
落

で
あ
ろ
う
。
瑠
璃
光
寺
本
は
「
相
見
ス
ル
コ
ト
ウ
ヘ
シ
」
と
、
こ
の

部
分
本
文
に
何
等
か
の
問
題
が
あ
っ
た
よ
う
だ
。
こ
の
サ
変
動
詞
の

意
味
は
、「
面
を
引
き
裂
い
て
（
＝
ま
っ
こ
う
か
ら
）
み
ん
な
顔
を

合
わ
せ
る
」
と
い
う
こ
と
で
、
文
字
を
辿
っ
て
言
え
ば
、「
面
を
引

き
破
っ
て
、
み
ん
な
が
会
う
」
と
い
う
こ
と
で
、
こ
の
一
句
を
サ
変

動
詞
化
し
た
も
の
、
正
法
眼
蔵
の
常
套
的
な
語
法
で
あ
る
。

　

以
上
、
漢
字
七
字
の
漢
語
サ
変
動
詞
で
あ
る
。
最
初
の
一
つ
以

外
、
全
て
単
独
の
用
例
で
あ
る
。
全
七
例
、
八
回
の
使
用
で
あ
る
。

句
を
一
動
詞
と
し
て
用
い
て
い
る
の
が
大
半
で
あ
る
。

二
、
漢
字
八
字
の
サ
変
動
詞
の
用
例

（
１
）
合
掌
問
訊
焼
香
焼
湯
ス
（
１
例
・
自
）
体
《
連
体
中
止
》

　

僧
業
ト
イ
フ
ハ
雲
堂
裏
ノ
功
夫
ナ
リ
、
佛
殿
裏
ノ
禮
拜
ナ
リ
、

後
架
裏
ノ
洗
面
ナ
リ
、
乃
至
合
掌
問
訊
焼
香
焼
湯
ス
ル
、
コ
レ
正

業
ナ
リ
（
分
法
十
二
42
オ
3　

下
35‒

8
）

　

岩
波
本
、
前
半
の
「
合
掌
問
訊
」
と
「
焼
香
焼
湯
」
の
間
が

「
・
」
で
区
切
ら
れ
て
い
る
。
意
味
的
に
は
そ
う
だ
が
、
語
法
的
に

見
れ
ば
、
こ
の
八
字
は
一
ま
と
ま
り
で
あ
る
。
二
字
ず
つ
の
積
み
重

ね
で
あ
る
が
、
そ
れ
を
二
字
ず
つ
で
き
ら
ず
、
八
字
ま
と
め
て
一
ま

と
ま
り
で
あ
る
と
こ
ろ
に
、
正
法
眼
蔵
の
語
法
の
特
徴
が
見
ら
れ

る
。
八
字
サ
変
同
時
の
場
合
、
四
字
、
六
字
の
場
合
と
似
て
お
り
、

二
字
ず
つ
の
積
み
重
ね
が
、
約
半
数
で
あ
る
。
連
体
中
止
と
い
う
用

法
に
つ
い
て
は
、
拙
著
『
正
法
眼
蔵
の
国
語
学
的
研
究
』
の
第
七
章

第
二
節
「
連
体
形
中
止
」
に
つ
い
て
（
一
二
三
一
〜
一
二
四
二
頁
）

に
述
べ
た
と
お
り
で
あ
る
。
国
文
法
の
世
界
で
は
、
こ
の
重
要
な
語

法
を
殆
ど
取
り
上
げ
て
い
な
い
。
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（
２
）
九
上
洞
山
三
到
投
子
ス
（
１
例
・
自
）
体
《
連
体
中
止
》

　

雪
峰
真
覚
大
師
義
存
和
尚
カ
ツ
テ
發
心
ヨ
リ
コ
ノ
カ
タ
掛
錫
ノ

叢
林
オ
ヨ
ヒ
行
程
ノ
接
待
ミ
チ
ハ
ル
カ
ナ
リ
ト
イ
エ
ト
モ
ト
コ
ロ

ヲ
キ
ラ
ハ
ス
、
日
夜
ノ
坐
禅
オ
コ
タ
ラ
ス
シ
テ
坐
禅
ト
同
死
ス
、

咨
参
ノ
ソ
ノ
カ
ミ
ハ
九
上
洞
山
三
到
投
子
ス
ル
、
奇
世
ノ
辨
道
ナ

リ
（
行
持
上
三
59
ウ
5　

中
38‒

5
）

　

こ
の
例
も
、
前
例
と
同
じ
く
連
体
中
止
の
用
法
で
あ
る
。
連
体
形

で
終
始
す
る
の
で
も
な
く
、
体
言
に
係
っ
て
い
く
連
体
法
で
も
な

く
、
一
旦
そ
こ
で
文
を
中
止
し
、
次
の
文
に
対
し
て
、
こ
の
場
合

は
、「
〜
す
る
こ
と
、
そ
れ
は
…
…
」
と
い
う
よ
う
な
意
味
合
い
で

関
係
し
て
い
く
も
の
で
あ
る
。
条
件
法
の
働
き
を
す
る
例
も
あ
る
。

こ
こ
の
例
も
、
広
く
考
え
れ
ば
そ
の
一
つ
で
あ
る
と
い
え
る
が
、
こ

れ
は
、
次
の
文
の
主
格
の
働
き
と
考
え
る
方
が
、
素
直
で
あ
る
。

　

こ
の
例
に
お
い
て
も
、
岩
波
本
は
「
九　
タ
ビ

上　
リ

㍼洞
山
㍽三　
タ
ビ

到　
ル

㍼投
子　
ニ

㍽

す
る
」
と
訓
点
、
送
り
仮
名
な
ど
を
付
け
て
い
る
が
、
そ
の
意
味
を

理
解
す
る
た
め
の
も
の
で
あ
り
、
こ
の
全
体
は
こ
れ
で
漢
語
サ
変
動

詞
の
資
格
で
あ
る
。
一
文
全
体
を
漢
語
サ
変
動
詞
の
語
幹
と
し
て
い

る
の
で
あ
る
。
正
法
眼
蔵
に
特
徴
的
な
用
法
で
あ
る
。

（
３
）
供
養
恭
敬
尊
重
讃
歎
ス
（
１
例
・
他
）
止
《
ベ
シ
》

　

一
切
ノ
華
香
瓔
珞
幡
蓋
伎
楽
歌
頌
ヲ
モ
テ
供
養
恭
敬
尊
重
讃
歎

ス
ヘ
シ
（
如
来
全
身
十
三
17
ウ
３　

下
９‒

12
）

　

供
養
ス
、
恭
敬
ス
、
尊
重
ス
、
讃
歎
ス
を
重
ね
て
一
つ
に
し
た
サ

変
動
詞
、
特
に
、
目
的
語
は
示
さ
れ
て
い
な
い
が
、
何
か
を
そ
う
す

る
こ
と
を
含
意
す
る
の
で
、
他
動
詞
と
し
て
お
く
。

（
４
）
供
養
恭
敬
禮
拜
奉
覲
ス
（
１
例
・
他
）
用
《
タ
テ
マ
ツ
ル
》

　

迦
葉
尊
者
シ
タ
シ
ク
世
尊
ノ
面
授
ヲ
面
授
セ
リ
、
心
授
セ
リ
、

身
授
セ
リ
、
眼
授
セ
リ
、
釈
迦
牟
尼
佛
ヲ
供
養
恭
敬
禮
拜
奉
覲
シ

キ
タ
テ
マ
ツ
レ
リ
（
面
授
十
一
3
オ
3　

中
312‒

5
）〔
乾
坤
院
本

は
、「
奉
勤
」、「
キ
」
の
右
に
「
タ
」、「
キ
」
に
消
去
の
印
は
な

い
が
「
シ
タ
テ
マ
ツ
レ
リ
」
の
つ
も
り
だ
ろ
う
〕

　

前
の
例
と
同
じ
で
、
供
養
ス
、
恭
敬
ス
、
禮
拜
ス
、
奉
覲
ス
を
連

ね
て
一
漢
語
サ
変
動
詞
化
し
た
も
の
で
あ
る
。

（
５
）
見
尽
十
方
界
沙
門
身
ス
（
１
例
・
自
）
体
《
ナ
リ
》

　

雖
然
如
是
天
上
天
下
唯
我
独
尊
コ
レ
沙
門
全
身
ナ
ル
十
方
尽
界

ナ
リ
、
頂
寧
眼
睛
鼻
孔
皮
肉
骨
髄
ノ
箇
々
ミ
ナ
透
脱
尽
十
方
ノ
沙
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門
身
ナ
リ
、
尽
十
方
ヲ
動
著
セ
ス
、
カ
ク
ノ
コ
ト
ク
ナ
リ
、
擬
議

量
ヲ
マ
タ
ス
、
尽
十
方
界
沙
門
身
ヲ
拈
来
シ
テ
見
尽
十
方
界
沙
門

身
ス
ル
ナ
リ
（
十
方
十
一
32
オ
7　

中
340‒

1
）〔
乾
坤
院
本
「
尽

十
方
界
沙
門
身
ヲ
拈
来
シ
テ
見
」
脱
。
懐
奘
筆
本
に
よ
り
補
う
、

こ
の
脱
落
、
全
集
本
も
、
岩
波
文
庫
本
も
指
摘
せ
ず
。
正
法
寺

本
・
龍
門
寺
本
に
は
あ
り
、
乾
坤
院
本
独
自
な
の
で
、
見
過
ご
さ

れ
た
か
〕

　

こ
の
「
見
」
は
現
す
の
意
、「
見
尽
」
で
「
現
し
尽
く
す
」
の
意

に
な
る
。「
尽
」
は
「
尽
十
方
界
沙
門
身
」
の
「
尽
」
で
も
あ
り
、

「
見
尽
」
の
「
尽
」
で
も
あ
る
。
こ
の
一
句
を
サ
変
動
詞
化
し
た
も

の
で
あ
る
。

（
６
）
言
談
祗
對
運
用
施
為
ス
（
１
例
・
自
）
体
《
連
体
中
止
》

　

文
字
ノ
法
師
タ
ト
ヒ
法
性
ノ
言
ア
リ
ト
モ
馬
祖
道
ノ
法
性
ニ
ハ

ア
ラ
ス
、
不
出
法
性
ノ
衆
生
サ
ラ
ニ
法
性
ニ
ア
ラ
サ
ラ
ン
ト
擬
ス

ル
チ
カ
ラ
タ
ト
ヒ
得
処
ア
リ
ト
モ
ア
ラ
タ
ニ
コ
レ
法
性
ノ
三
四
枚

ナ
リ
、
法
性
ニ
ア
ラ
サ
ラ
ン
ト
言
談
祗
對
運
用
施
為
ス
ル
、
コ
レ

法
性
ナ
ル
ヘ
キ
ナ
リ
（
法
性
十
26
オ
7　

中
283‒

9
）

　

こ
の
連
体
中
止
の
用
法
は
、
次
に
「
コ
レ
」
で
受
け
止
め
ら
れ
て

い
る
。
こ
れ
も
、
言
談
ス
、
祗
對
ス
、
運
用
ス
、
施
為
ス
の
四
つ
の

二
字
漢
語
サ
変
動
詞
を
続
け
た
も
の
で
あ
る
。

（
７
）
三
世
諸
佛
立
地
聴
法
ス
（
１
例
・
自
）
止
《
終
止
》

　

火
焔
ノ
三
世
諸
佛
ノ
タ
メ
ニ
説
法
ノ
ト
キ
三
世
諸
佛
立
地
聴
法

ス
ト
ハ
シ
レ
リ
ト
イ
ヘ
ト
モ
火
焔
転
法
輪
ノ
ト
コ
ロ
ニ
火
焔
立
地

聴
法
ス
ト
シ
ラ
ス
、
火
焔
転
法
輪
ノ
ト
コ
ロ
ニ
火
焔
同
転
法
輪
ス

ト
イ
ハ
ス
、
三
世
諸
佛
ノ
聴
法
ハ
諸
佛
ノ
法
ナ
リ
、
他
ヨ
リ
カ
ウ

フ
ラ
シ
ム
ル
ニ
ア
ラ
ス
、
火
焔
ヲ
法
ト
認
ス
ル
コ
ト
ナ
カ
レ
（
行

仏
二
13
ウ
8　

上
358‒

12
）

　
「
立
地
聴
法
ス
」
と
い
う
四
字
漢
語
サ
変
動
詞
が
四
例
あ（

２
）る。「

立

地
」
は
「
聴
法
ス
」
を
修
飾
す
る
語
句
だ
っ
た
。
こ
の
「
三
世
諸
佛

立
地
聴
法
ス
」
は
そ
れ
に
さ
ら
に
、
そ
の
主
語
で
あ
る
「
三
世
諸

佛
」
ま
で
が
一
緒
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
引
用
文
中
に
あ
る
「
火
焔

立
地
聴
法
ス
」「
火
焔
同
転
法
輪
ス
」
と
同
様
、
こ
の
一
ま
と
ま
り

を
漢
語
サ
変
と
し
た
が
、
こ
れ
は
、「
三
世
諸
佛
」「
火
焔
」
を
切
り

離
す
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。
し
か
し
、
本
稿
で
は
、
一
ま
と
ま
り
の

語
句
を
取
り
上
げ
て
そ
れ
を
サ
変
動
詞
化
す
る
語
法
を
広
く
取
り
上

げ
る
方
針
を
貫
い
た
。「
聴
法
ス
」
の
中
で
「
法
」
が
「
聴
」
の
目
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的
語
に
な
っ
て
い
る
の
で
、
語
句
全
体
で
は
も
う
目
的
語
を
取
ら
な

い
。

（
８
）
受
持
読
誦
解
説
書
写
ス
（
１
例
・
他
）
用
《
テ
》

　

而
今
ノ
諸
法
実
相
ハ
経
巻
ナ
リ
、
人
間
天
上
海
中
虚
空
此
土
他

界
ミ
ナ
コ
レ
實
相
ナ
リ
、
経
巻
ナ
リ
、
舎
利
ナ
リ
、
舎
利
ヲ
受
持

読
誦
解
説
書
写
シ
テ
開
悟
ス
ヘ
シ
、
コ
レ
或
従
経
巻
ナ
リ
（
如
来

全
身
十
三
18
オ
９　

下
10‒
12
）

　

受
持
ス
、
読
誦
ス
、
解
説
ス
、
書
写
ス
の
四
つ
の
二
字
漢
語
サ
変

を
連
続
し
て
一
つ
に
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
受
持
・
読
誦
・
解

説
・
書
写
の
四
語
を
連
用
し
て
一
語
化
す
る
こ
と
は
他
に
も
あ
る

が
、
サ
変
動
詞
化
し
て
い
る
の
は
こ
れ
だ
け
で
あ
る
。

（
９
）
心
念
身
儀
発
露
白
佛
ス
（
１
例
・
他
）
止
《
ベ
シ
》

　

カ
ク
ノ
コ
ト
ク
懺
悔
ス
レ
ハ
カ
ナ
ラ
ス
佛
祖
ノ
冥
助
ア
ル
ナ

リ
、
心
念
身
儀
発
露
白
佛
ス
ヘ
シ
、
発
露
ノ
チ
カ
ラ
罪
根
ヲ
シ
テ

銷
殞
セ
シ
ム
ル
ナ
リ
（
谿
聲
五
34
オ
５　

上
145‒

12
）

　
「
心
も
、
身
も
全
て
露
し
て
仏
に
白も
う

す
」
と
い
う
こ
と
を
一
つ
の

漢
語
サ
変
動
詞
化
し
て
い
る
。
曹
洞
教
会
修
証
義
第
二
章
、
最
後
の

一
節
に
と
ら
れ
た
文
で
あ
る
。

（
10
）
随
喜
歓
喜
信
受
奉
行
ス
（
１
例
・
他
）
止
《
ベ
シ
》

　

コ
ノ
面
授
ア
フ
ニ
ア
ヘ
ル
自
己
ノ
面
目
ヲ
モ
随
喜
歓
喜
信
受
奉

行
ス
ヘ
キ
ナ
リ
（
面
授
十
一
７
オ
７　

中
317‒

7
）〔
乾
坤
院
本

「
歓
喜
」
は
「
懽
喜
」〕

　

随
喜
ス
、
歓
喜
ス
、
信
受
ス
、
奉
行
ス
の
四
つ
の
二
字
漢
語
サ
変

動
詞
を
連
用
し
て
一
つ
に
纏
め
て
い
る
。

（
11
）
石
碓
米
白
夜
半
伝
衣
ス
（
１
例
・
自
）
体
《
連
体
中
止
》

　

一
花
開
五
葉
、
結
果
自
然
成
ト
ハ
渾
身
是
己
掛
渾
身
ナ
リ
、
桃

花
ヲ
ミ
テ
眼
睛
ヲ
打
失
シ
、
翠
竹
ヲ
キ
ク
ニ
耳
処
ヲ
不
現
ナ
ラ
シ

ム
ル
、
拈
花
ノ
而
今
ナ
リ
、
腰
雪
断
臂
禮
拜
得
髄
ス
ル
、
花
自
開

ナ
リ
、
石
碓
米
白
夜
半
伝
衣
ス
ル
、
花
己
拈
ナ
リ
、
コ
レ
ラ
世
尊

手
裏
ノ
命
根
ナ
リ
（
優
曇
十
三
14
ウ
7　

中
393‒

15
）

　
「
石
碓
米
白
夜
半
伝
衣
ス
ル
」
と
は
、
五
祖
が
、
六
祖
の
米
を
つ

く
と
こ
ろ
に
お
い
て
夜
半
に
衣
を
伝
え
て
伝
法
し
た
故
事
を
言
う
。

そ
の
前
の
「
腰
雪
断
臂
禮
拜
得
髄
ス
ル
」
は
二
祖
慧
可
が
初
祖
達
磨

の
下
で
入
門
を
許
さ
れ
た
故
事
、
さ
ら
に
、「
桃
花
ヲ
ミ
テ
眼
睛
ヲ
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打
失
シ
」
は
霊
雲
志
勤
の
、「
翠
竹
ヲ
キ
ニ
耳
処
ヲ
不
現
ナ
ラ
シ
ム

ル
」
は
香
厳
智
閑
の
悟
道
の
契
機
を
示
す
。
三
例
は
連
体
中
止
で
あ

る
中
に
、「
桃
花
ヲ
ミ
テ
眼
睛
ヲ
打
失
シ
」
だ
け
が
連
用
形
で
あ
る

が
、
こ
れ
は
連
用
形
中
止
法
で
、
下
の
「
〜
ナ
ラ
シ
ム
ル
」
と
同
格

に
な
り
、「
〜
打
失
ス
ル
」
と
言
う
の
と
同
じ
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ

は
、「
中
止
法
」
と
一
般
に
は
言
う
が
、
言
わ
ば
「
中
性
的
」
な
用

法
で
、
そ
れ
だ
け
で
は
、
文
法
的
役
割
は
決
ま
ら
ず
、
そ
れ
を
受
け

る
部
分
で
、
そ
の
機
能
が
決
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
こ
れ

も
ま
た
機
能
と
し
て
は
連
体
中
止
法
と
同
じ
こ
と
で
あ
る
。

　

石
は
六
祖
が
米
を
つ
い
て
白
く
す
る
石
臼
を
指
す
。
夜
半
に
伝
衣

し
た
こ
と
は
諸
処
に
説
か
れ
て
い
る
。
五
祖
が
夜
半
に
碓
房
に
来
て

「
米
白
也
」
と
。
そ
れ
に
対
し
て
「
白
、
未
有
篩
在
」
と
答
え
た
。

そ
し
て
五
祖
は
「
以
杖
打
臼
三
下
」
し
、
六
祖
は
「
以
箕
米
、
三
簸

入
室
」
し
た
と
伝
法
の
有
様
が
、
伝
光
録
に
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ

を
こ
の
よ
う
に
表
現
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の
通
り
の
文
字
連
結

の
語
句
は
未
見
で
あ
る
。

（
12
）
大
地
有
情
同
時
成
道
ス
（
３
例
・
自
）
用
２
《
キ
タ
ル
・
中

止
法
》
体
１
《
連
体
法
》

　

シ
ル
ヘ
シ
山
色
谿
聲
ニ
ア
ラ
サ
レ
ハ
拈
花
モ
開
演
セ
ス
、
得
髄

モ
依
位
セ
サ
ル
ヘ
シ
、
谿
聲
山
色
ノ
功
徳
ニ
ヨ
リ
テ
大
地
有
情
同

時
成
道
シ
見
明
星
悟
道
ス
ル
諸
佛
モ
ア
ル
ナ
リ
（
谿
聲
五
28
ウ
６　

上
139‒

7
）

　

釈
迦
牟
尼
佛
は
十
二
月
八
日
の
明
星
出
現
の
時
悟
道
し
た
。
そ
の

時
の
言
葉
が
「
我
與
大
地
有
情
同
時
成
道
」
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

こ
れ
を
サ
変
動
詞
化
し
た
の
が
こ
の
例
で
、
漢
字
八
字
サ
変
動
詞
と

し
て
は
、
唯
一
、
三
回
用
い
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
も
、「
大
地
有

情
」
を
こ
の
動
詞
の
主
語
と
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
が
、
寧
ろ
そ

う
す
る
こ
と
は
不
自
然
で
あ
ろ
う
。

（
13
）
剃
頭
鬚
髪
出
家
受
戒
ス
（
１
例
・
自
）
未
《
シ
ム
》

　

如
来
在
世
モ
ロ
モ
ロ
ノ
外
道
ス
テ
ニ
ミ
ツ
カ
ラ
カ
邪
道
ヲ
ス

テ
ヽ
佛
法
ニ
帰
依
ス
ル
ト
キ
カ
ナ
ラ
ス
マ
ツ
出
家
ヲ
コ
フ
シ
ナ

リ
、
世
尊
ア
ル
イ
ハ
ミ
ツ
カ
ラ
善
来
比
丘
ト
サ
ツ
ケ
マ
シ
マ
シ
、

ア
ル
イ
ハ
諸
比
丘
ニ
勅
シ
テ
剃
頭
鬚
髪
出
家
受
戒
セ
シ
メ
マ
シ
マ

ス
ニ
ト
モ
ニ
出
家
受
戒
ノ
法
タ
チ
マ
チ
ニ
具
足
セ
シ
ナ
リ
（
出
家
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十
五
44
オ
10　

下
125‒

11
）

　

語
法
的
に
は
、
剃
頭
ス
、
鬚
髪
ス
、
出
家
ス
、
受
戒
ス
を
一
ま
と

ま
り
に
し
た
も
の
で
あ
る
。

（
14
）
佛
来
佛
現
祖
来
祖
現
ス
（
１
例
・
自
）
体
《
ナ
リ
》

　

諸
佛
諸
祖
ノ
受
持
シ
単
傳
ス
ル
ハ
古
鏡
ナ
リ
、
同
見
同
面
ナ

リ
、
同
像
同
鋳
ナ
リ
、
同
參
同
證
ス
、
胡
来
胡
現
十
万
八
千
漢
来

漢
現
一
念
万
年
ナ
リ
、
古
来
古
現
シ
、
今
来
今
現
シ
、
佛
来
佛
現

祖
来
祖
現
ス
ル
也
（
古
鏡
四
45
オ
6　

上
283‒

5
）

　

古
鏡
の
働
き
と
し
て
、「
佛
来
レ
バ
佛
現
ジ
祖
来
レ
バ
祖
現
ズ
」

を
こ
う
表
現
し
た
だ
け
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
直
前
の
「
古
来
古
現

シ
、
今
来
今
現
シ
」
は
四
字
ず
つ
で
切
っ
て
あ
る
。
そ
れ
が
、
こ
の

例
で
は
続
け
て
あ
る
だ
け
の
こ
と
で
あ
る
が
、
逆
に
こ
う
い
う
あ
り

方
か
ら
見
て
、
四
字
ず
つ
、
あ
る
い
は
、
二
字
ず
つ
に
切
っ
て
な
い

も
の
は
続
け
る
べ
き
も
の
だ
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

（
15
）
發
心
修
行
證
大
菩
提
ス
（
１
例
・
自
）
体
《
ナ
リ
》

　

三
世
諸
佛
ハ
眼
睛
ノ
轉
大
法
輪
説
大
法
輪
ヲ
立
地
聴
シ
キ
タ
レ

リ
、
眼＊
畢
竟
シ
テ
参
究
ス
ル
堂
奥
ニ
ハ
眼
睛
裏
ニ
跳
入
シ
テ
發
心

修
行
證
大
菩
提
ス
ル
ナ
リ
、
コ
ノ
眼
睛
モ
ト
ヨ
リ
コ
ノ
カ
タ
自
己

ニ
ア
ラ
ス
、
他
己
ニ
ア
ラ
ス
、
モ
ロ
モ
ロ
ノ
罣
礙
ナ
キ
カ
ユ
ヘ
ニ

カ
ク
ノ
コ
ト
ク
ノ
大
事
モ
罣
礙
ア
ラ
サ
ル
ナ
リ
（
眼
睛
十
二
18
ウ

８　

中
367‒

2
）〔
＊
印
の
「
眼
」
は
、
乾
坤
院
本
の
衍
字
か
。
岩

波
本
、
全
集
本
無
し
。
正
法
寺
本
・
龍
門
寺
本
・
長
円
寺
本
に
も

な
い
〕

　

こ
れ
は
、
發
心
ス
・
修
行
ス
・
證
大
菩
提
ス
の
三
つ
の
部
分
に
分

け
ら
れ
る
。
こ
れ
を
一
ま
と
ま
り
に
し
た
漢
語
サ
変
動
詞
で
あ
る
。

（
16
）
發
心
修
行
菩
提
涅
槃
ス
（
１
例
・
自
）
未
《
ズ
》

　

カ
ク
ノ
コ
ト
ク
ナ
ル
カ
ユ
ヘ
ニ
即
心
是
仏
不
染
汚
即
心
是
仏
ナ

リ
、
諸
佛
不
染
汚
諸
佛
ナ
リ
、
シ
カ
ア
レ
ハ
ス
ナ
ハ
チ
即
心
是
仏

ト
ハ
發
心
修
行
菩
提
涅
槃
ノ
諸
佛
ナ
リ
、
イ
マ
タ
發
心
修
行
菩
提

涅
槃
セ
サ
ル
ハ
即
心
是
仏
ニ
ア
ラ
ス
、
タ
ト
ヒ
一
刹
那
ニ
發
心
修

證
ス
ル
モ
即
心
是
仏
ナ
リ
、
一
極
微
中
ニ
發
心
修
證
ス
ル
モ
即
心

是
仏
ナ
リ
…
…
（
即
心
一
41
ウ
5　

上
105‒

3
）

　

發
心
ス
、
修
證
ス
は
サ
変
動
詞
と
し
て
特
別
の
こ
と
は
な
い
。
涅

槃
ス
も
、
何
と
か
サ
変
動
詞
と
し
て
通
用
す
る
だ
ろ
う
が
、「
菩

提
」
は
余
り
普
通
で
は
な
い
。
そ
れ
で
も
「
菩
提
＝
悟
り
の
境
地
」
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に
入
る
、
と
い
う
よ
う
な
意
味
で
用
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
直
前

の
「
發
心
修
行
菩
提
涅
槃
」
は
名
詞
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
て
問
題

は
な
い
。
こ
れ
を
そ
の
ま
ま
サ
変
動
詞
化
し
た
正
法
眼
蔵
の
常
套
的

語
法
で
あ
る
。

（
17
）
毛
吐
巨
海
芥
吐
巨
海
ス
（
１
例
・
自
）
体
《
ニ
》

　

佛
神
通
ニ
ア
ラ
サ
レ
ハ
諸
佛
ノ
發
心
修
行
菩
提
涅
槃
イ
マ
タ
ア

ラ
サ
ル
ナ
リ
、
イ
マ
ノ
無
尽
法
界
海
常
不
変
ナ
ル
、
ミ
ナ
コ
レ
佛

神
通
ナ
リ
、
毛
呑
巨
海
ノ
ミ
＊
ア
ラ
ス
、
毛
保
任
巨
海
ナ
リ
、
毛

現
巨
海
ナ
リ
、
毛
吐
巨
海
ナ
リ
、
毛
使
巨
海
ナ
リ
、
一
毛
ニ
尽
法

界
ヲ
呑
却
シ
吐
却
ス
ル
ト
キ
タ
ヽ
一
尽
法
界
カ
ク
ノ
コ
ト
ク
ナ
レ

ハ
サ
ラ
ニ
尽
法
界
ア
ル
ヘ
カ
ラ
ス
ト
学
ス
ル
コ
ト
ナ
カ
レ
、
芥
納

須
彌
等
モ
マ
タ
カ
ク
ノ
コ
ト
シ
、
芥
吐
須
彌
オ
ヨ
ヒ
芥
現
法
界
無

尽
蔵
海
ニ
テ
モ
ア
ル
ナ
リ
、
毛
吐
巨
海
芥
吐
巨
海
ス
ル
ニ
一
念
ニ

モ
吐
却
ス
、
万
劫
ニ
モ
吐
却
ス
ル
ナ
リ
、
万
劫
一
念
オ
ナ
シ
ク
毛

芥
ヨ
リ
吐
却
セ
ル
カ
ユ
ヱ
ニ
毛
芥
ハ
サ
ラ
ニ
ナ
ニ
ヨ
リ
カ
得
セ

ル
、
ス
ナ
ハ
チ
コ
レ
神
通
ナ
リ
（
神
通
八
６
オ
５　

上
380‒

５
）

〔
＊
に
岩
波
本
、
全
集
本
「
に
」
あ
り
、
正
法
寺
本
・
龍
門
寺
本

に
は
あ
り
、
乾
坤
院
本
脱
字
か
〕

　

毛
や
芥
ほ
ど
の
小
さ
な
物
が
、
巨
大
な
海
を
呑
ん
だ
り
、
吐
い
た

り
す
る
、
そ
れ
も
、
一
瞬
の
う
ち
に
も
そ
う
す
る
し
、
永
劫
に
わ

た
っ
て
も
そ
う
し
て
い
る
と
い
う
。

　

こ
の
例
も
、
毛
吐
巨
海
と
芥
吐
巨
海
の
二
つ
の
部
分
に
分
け
る
こ

と
が
出
来
る
。
現
に
そ
う
し
た
の
が
こ
の
引
用
文
の
中
に
も
名
詞
と

し
て
使
わ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
今
ま
で
の
扱
い
の
中
で
は
、
こ
れ

を
一
ま
と
ま
り
と
し
て
い
る
。
正
法
眼
蔵
の
特
徴
的
語
法
で
あ
る
。

（
18
）
問
自
問
他
功
夫
参
究
ス
（
１
例
・
他
）
止
《
ベ
シ
》

　

無
情
説
法
カ
ナ
ラ
ス
シ
モ
声
塵
ナ
ル
ヘ
カ
ラ
ス
、
タ
ト
ヘ
ハ
有

情
ノ
説
法
ソ
レ
声
塵
ニ
ア
ラ
サ
ル
カ
コ
ト
ク
ナ
リ
、
シ
ハ
ラ
ク
イ

カ
ナ
ル
カ
有
情
、
イ
カ
ナ
ル
カ
無
情
ト
問
自
問
他
功
夫
参
究
ス
ヘ

シ
、
シ
カ
レ
ハ
無
情
説
法
ノ
儀
イ
カ
ニ
ア
ル
ラ
ン
ト
審
細
ニ
留
心

参
学
ス
ヘ
キ
ナ
リ
、
愚
人
オ
モ
ハ
ク
ハ
樹
林
ノ
鳴
条
ス
ル
、
葉
花

ノ
開
落
ス
ル
ヲ
無
情
説
法
ト
認
ス
ル
ハ
学
佛
法
ノ
漢
ニ
ア
ラ
ス

（
無
情
十
4
オ
3　

中
271‒

１
）

　

問
自
ス
、
問
他
ス
、
功
夫
ス
、
参
究
ス
と
四
つ
の
二
字
漢
語
サ
変

動
詞
を
一
ま
と
め
に
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
自
他
に
つ
い
て
他
動

詞
と
分
類
し
た
。
問
自
・
問
他
の
「
自
」
や
「
他
」
は
英
語
の
間
接
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目
的
で
あ
る
が
、
日
本
語
で
言
う
目
的
格
に
は
成
ら
な
い
。
功
夫

ス
・
参
究
ス
も
他
に
目
的
語
を
予
定
し
て
い
る
語
で
あ
る
。
な
お
、

サ
変
動
詞
に
直
接
関
わ
ら
な
い
が
、
こ
の
引
用
文
中
の
文
に
つ
い
て

言
え
ば
、「
愚
人
オ
モ
ハ
ク
ハ
」
以
下
は
、
二
文
が
合
体
し
て
い

る
。「
愚
人
オ
モ
ハ
ク
ハ
」
は
「
樹
林
ノ
鳴
条
ス
ル
、
葉
花
ノ
開
落

ス
ル
ヲ
無
情
説
法
ト
認
ス
ル
」
事
だ
が
、
そ
れ
は
「
学
佛
法
ノ
漢
ニ

ア
ラ
ス
」
と
別
々
に
い
う
べ
き
と
こ
ろ
で
あ
る
。

（
19
）
腰
雪
断
臂
禮
拜
得
髄
ス
（
１
例
・
自
）
体
《
連
体
中
止
》

　

こ
の
例
に
つ
い
て
は
、（
11
）の
中
で
述
べ
た
。
二
祖
慧
可
の
初
祖

に
参
じ
た
と
き
の
消
息
を
言
う
。

（
20
）
禮
佛
誦
経
焼
香
坐
禅
ス
（
１
例
・
自
）
止
《
ベ
シ
》

　

オ
ホ
ヨ
ソ
嚼
楊
枝
洗
面
コ
レ
古
佛
ノ
正
法
ナ
リ
、
道
心
辨
道
ノ

ト
モ
カ
ラ
修
證
ス
ヘ
キ
ナ
リ
、
ア
ル
イ
ハ
湯
ヲ
エ
サ
ル
ニ
ハ
水
ヲ

モ
チ
ヰ
ル
旧
例
ナ
リ
、
古
法
ナ
リ
、
湯
水
ス
ヘ
テ
エ
サ
ラ
ン
ト
キ

ハ
早
晨
ヨ
ク
拭
面
シ
テ
香
草
末
香
等
ヲ
ヌ
リ
テ
ノ
チ
禮
佛
誦
経
焼

香
坐
禅
ス
ヘ
シ
、
イ
マ
タ
洗
面
セ
ス
ハ
モ
ロ
モ
ロ
ノ
ツ
ト
メ
ト
モ

ニ
無
禮
ナ
リ
（
洗
面
十
46
ウ
8　

中
309‒

５
）

　

こ
れ
も
、
禮
佛
ス
、
誦
経
ス
、
焼
香
ス
、
坐
禅
ス
を
一
ま
と
め
に

し
て
使
っ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

（
21
）
離
郷
尋
師
辨
道
功
夫
ス
（
１
例
・
自
）
体
《
連
体
法
》

　

先
師
ハ
十
九
歳
ヨ
リ
離
郷
尋
師
辨
道
功
夫
ス
ル
コ
ト
六
十
五
載

ニ
イ
タ
リ
テ
ナ
ホ
不
退
不
轉
ナ
リ
、
帝
者
ニ
親
近
セ
ス
、
帝
者
ニ

ミ
エ
ズ
、
丞
相
ト
親
厚
ナ
ラ
ス
、
官
員
ト
親
厚
ナ
ラ
ス
、
紫
衣
師

号
ヲ
表
辞
ス
ル
ノ
ミ
ニ
ア
ラ
ズ
、
一
生
マ
ダ
ラ
ナ
ル
袈
裟
ヲ
搭
セ

＊
、
ヨ
ノ
ツ
ネ
ニ
上
堂
入
室
ミ
ナ
ク
ロ
キ
袈
裟
裰
子
ヲ
モ
チ
ヰ
ル

（
行
持
下
四
24
オ
3　

中
64‒

8
）〔
乾
坤
院
本
＊
に
ス
脱
か
、
引

用
文
中
の
濁
点
は
乾
坤
院
本
に
あ
る
も
の
〕

　

道
元
禅
師
の
師
如
浄
の
事
跡
を
述
べ
た
中
に
出
て
く
る
語
で
あ

る
。
こ
れ
も
離
郷
ス
、
尋
師
ス
、
辨
道
ス
、
功
夫
ス
の
四
つ
の
二
字

漢
語
サ
変
動
詞
を
一
ま
と
め
に
し
た
も
の
で
あ
る
。

（
22
）
或
従
知
識
或
従
経
巻
ス
（
２
例
・
自
）
用
１
《
テ
》
体
１

《
ニ
》

　

コ
ノ
ユ
ヘ
ニ
五
祖
ハ
向
他
道
ス
ル
ニ
嶺
南
人
無
佛
性
ト
為
道
ス

ル
ナ
リ
、
見
佛
聞
法
ノ
最
初
ニ
難
得
難
聞
ナ
レ
＊
ハ
衆
生
無
佛
性
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ナ
リ
、
或
従
知
識
或
従
経
巻
ス
ル
ニ
キ
ク
コ
ト
ノ
ヨ
ロ
コ
フ
ヘ
キ

ハ
衆
生
無
佛
性
ナ
リ
、
一
切
衆
生
無
佛
性
ヲ
見
聞
覚
知
ニ
参
飽
セ

サ
ル
モ
ノ
ハ
佛
性
イ
マ
タ
見
聞
覚
＊
知
セ
サ
ル
ナ
リ
（
佛
性
一
16

オ
10　

上
323‒
11
）〔
レ
＊
は
岩
波
本
、
全
集
本
「
る
」、
乾
坤
院

本
誤
か
。
覚
＊
は
乾
坤
院
本
欠
〕

「
或
従
知
識
或
従
経
巻
」
は
割
合
よ
く
使
わ
れ
る
語
で
あ
る
。
或
従

知
識
ス
、
或
従
経
巻
ス
も
三
回
ず
つ
使
わ
れ
て
い（

３
）る。
名
詞
と
し
て

も
、
八
字
一
緒
に
、
あ
る
い
は
、
四
字
ず
つ
使
わ
れ
て
い
る
例
は
か

な
り
あ
る
。「
あ
る
い
は
知
識
に
従
う
」「
あ
る
い
は
経
巻
に
従
う
」

と
は
、
直
接
師
に
つ
い
て
、
あ
る
い
は
、
経
巻
を
通
し
て
仏
道
を
参

学
す
る
こ
と
を
言
う
。

　

以
上
、
漢
字
八
字
の
サ
変
動
詞
二
十
二
語
（
二
十
五
回
の
使
用
）

に
つ
い
て
用
例
を
掲
げ
て
説
明
し
た
。
七
字
の
場
合
は
、
一
文
に
ス

を
付
け
て
サ
変
動
詞
化
し
た
も
の
が
多
か
っ
た
が
、
八
字
の
場
合

は
、
二
字
漢
語
サ
変
を
重
ね
用
い
る
も
の
が
半
数
を
占
め
た
。

　
（
七
字
・
八
字
漢
語
サ
変
の
項
終
わ
り
、
次
回
、
九
字
以
上
の
漢
語
サ

変
動
詞
を
取
り
上
げ
、
本
稿
を
終
了
す
る
予
定
）

注（
１
） 

拙
著
『
正
法
眼
蔵
の
国
語
学
的
研
究
』
一
九
七
七　

三
七
八
頁

（
２
） 

「
正
法
眼
蔵
の
サ
変
動
詞
│
│
そ
の
用
例
│
│（
十
七
）
漢
字
四
字

ヘ
〜
ワ
」『
東
海
学
園　

語
学
・
文
学
・
文
化
』
一　

二
〇
〇
一

（
３
） 

「
正
法
眼
蔵
の
サ
変
動
詞
│
│
そ
の
用
例
│
│（
十
七
）
漢
字
四
字

ヘ
〜
ワ
」『
東
海
学
園　

語
学
・
文
学
・
文
化
』
一　

二
〇
〇
一


